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特集 まちづくり・基盤整備とOR  

合意形成問題に関する一考察：フレーミング効果と社会的最適化の限界…‥・藤井 聡（東京工業大学）  

住民参加における住民の態度の表明とその解釈に関する一考察……………… 谷本圭志（鳥 取 大 学）  

QualityofLifeをどのようにORで考慮していくべきか一政策の運営と評価へのQOLの適用－   

…………………… 土井健司（香 川 大 学），紀伊雅敦（運輸政策機構），中西仁美（香 川 大 学）  

かしこい串の使い方を目指したトラベル・フィードバック・プログラムの試み   

………………・…‥ 谷口綾子 り施網子駁術センター），高野伸栄（北海道大学），原 文宏（1日毎道郎駁術センター）  

ORのはさみでフレックス通勤問題を切る………吉村充功（日本文理大学），奥村 誠（広 島 大 学）  

文通ネットワークにおける段階的整備プロセスの最適化  於中亮治（岡 山 大 学）  

編集後記  

●今年度より，編集委員を務めさせていただくことに  

なりました．入社して初めてORの世界に足を踏み入  

れたということもあり，読者の方々や他の編集委員の  

方に比べるとはるかに無知な私ですが，その分新鮮な  

目でORの世界を眺め，より魅力ある機関誌するため  

に新風を吹き込めるよう微力を尽くしたいと思います．  

どうぞよろしくお願いいたします．  

●今月の特集は，「ブランド価値のモデル化に向けて」  

です．“ブランド”と聞くと，高級ブランドのバッグ  

やアクセサリーを想像する女性は多いのではないでし  

ょうか．なぜ同じような素材で同じようなバッグなの  

にこれほども値段が違うのか．そうどこかで疑問に思  

いつつも欲しくなってしまう心理．まさしく，目に見  

えない価値がそこに存在し，それにお金を支払ってい  

るのですね．その見えない価値が数値化され見えるよ  

うになったら現在の高級ブランド品の値段は，どのよ  

うに変化するのでしょうか．  

●男性に比べて女性は，目に見えないものを見る能力  

に長けているとどこかで読んだことがあります．ビジ  

ネスの世界でも，目に見えないサービス・価値に敏感  

なのは女性なのだそうです．女性が高級ホテルや高級  

ブランド品を好むのも，そのせいかもしれません．  

●女性に限らず，人間はいつの時代も「目に見えない  

ものを見る」というロマンを追い続けているのではな  

いでしょうか．過去の研究者の努力により，たとえば  

Ⅹ線や磁気によって体の中を自由に見ることができ  

るようになり，細胞の中の核に存在するDNAに至る  

まで可視化することに成功しました．今後ORが「見  

えないものを見る」というロマンにどのように貢献で  

きるのか．夢は膨らみますね．  （井階美歩）  
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